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鳥取市青谷町版総合戦略【第２期】の概要について 

 

１．策定の趣旨 

平成２５年度に策定した、「鳥取市新市域振興ビジョン」に掲げる事業や取

組を、具体化、明確化するものとして、平成２７年度に策定した青谷地域の独

自計画である「青谷町版総合戦略」が、令和元年度で終了したことを受け、鳥

取市第１１次総合計画、第２期鳥取市創生総合戦略が、令和３年度からスター

トするにあたり、新市域振興ビジョンの改訂が行われる中、地域課題への取組、

さまざまな資源の効果的な活用等、今後のまちづくり・地域振興の指標となる、

地域性を反映した青谷地域固有の計画の必要性に鑑み、令和３年度を起点とす

る「青谷町版総合戦略【第２期】」（以下「本戦略」という。）を策定します。 

 

２．本戦略の位置づけ 

本戦略は、住民参画のもと、青谷地域の活性化とにぎわい創出を図るため、

「夢と希望」を持ってまちづくりに取り組むための指針として位置づけます。

鳥取市第１１次総合計画等の上位計画による施策を基本としながら、今後の地

域振興・活性化を図るために、創意工夫を凝らした主要施策、取組をまとめた、

新たな計画として策定します。 

 

３．本戦略に掲載する施策 

本戦略に掲載する施策については、従来の多方面にわたる事業を網羅した

「総合」施策計画ではなく、青谷地域の新たなまちづくり展開に特化した、基

幹的重要施策を柱として、以下の主要な施策、取組を掲載します。 

○新たなまちづくりの核となる重要な施策 

○鳥取市新市域振興ビジョン推進計画の中の主要施策（再掲） 

○第１期青谷町版総合戦略に掲載された施策の中で、継続して取り組むべき 

主要施策（再掲） 

○鳥取市新市域振興ビジョンに掲載されていないソフト事業等 

○発展的な視点、創意工夫を持って練り直した新規事業 

 

４．まちづくりの総合的テーマ 

青谷地域がめざすまちの将来像として、次の総合的テーマを設定します。 
 

「いつまでも暮らしたい、住んでみたい、歴史に彩られた 

活気とにぎわいにあふれるまち 青谷町」 
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５．まちづくりの基幹をなす重要施策 

総合的テーマを実現するため、次の施策を、まちづくりの柱となる基幹的重

要施策として定め、これと結び付けたストーリー性のある施策展開を図り、実

施施策の相乗的効果を高めていきます。 
 

基幹的重要施策：青谷上寺地遺跡整備による交流人口とにぎわいの創出 

 

 

≪基幹的重要施策と目標設定により取り組む関係施策の考え方≫ 

 

 

 

６．施策取組の指標となる基本目標 

上位計画の基本方針、目標を踏まえ、まちづくりの総合的テーマを実現する

ために、次の基本目標を設定します。 

Ⅰ 地域コミュニティ推進による住民活力の創出 

Ⅱ 地域利便の向上による住み良さの創出 

Ⅲ 地域資源の磨き上げと連携によるにぎわいの創出 

Ⅳ 安全な生活環境の整備による安心の創出 



3 

７．施策展開の体系 

青谷地域の総合的まちづくりテーマ「いつまでも暮らしたい、住んでみたい、

歴史に彩られた活気とにぎわいにあふれるまち 青谷町」実現のため、基幹的

重要施策 「青谷上寺地遺跡整備による交流人口とにぎわいの創出」と関連づ

け、効果的な施策推進を図る上で、基本目標ごとに取り組む施策の体系を、次

のとおり定めることとします。 

 

青谷町版総合戦略【第２期】の施策体系 
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 Ⅰ 地域コミュニティ推進による住民活力の創出 

施策１ 地域コミュニティの再興 

施策２ 地域活動への参加促進 

施策３ 伝統文化の保護と継承 

Ⅱ 地域利便の向上による住み良さの創出 

施策１ 生活インフラの整備 

施策２ 商店街の再興と創業支援 

施策３ 宿泊と居住基盤の整備 

Ⅲ 地域資源の磨き上げと連携によるにぎわいの創出 

施策１ 観光資源の連携と再編 

  施策２ 歴史資源の利活用の推進 

施策３ 伝統産業の活性化 

施策４ 商工業・地場産業の振興 

施策５ 農林漁業の付加価値の向上 

施策６ 青谷高等学校の魅力創造 

施策７ 地域資源の磨き上げ 

Ⅳ 安全な生活環境の整備による安心の創出 

施策１ 地域の安全環境の整備・向上 

施策２ 住民防災意識の向上と組織育成 

施策３ 生活弱者等の安全環境の構築 

施策４ 健康・福祉の充実 

 

 

 

８．戦略の期間 

本戦略の期間は、令和３年度から令和７年度までの５年間とします。 

（Ｒ３．４．１～Ｒ８．３．３１） 
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９．取組の進捗管理と成果の評価 

本戦略に掲載する主要推進施策については、毎年度の取組状況・実績を青谷

地域振興会議で報告し、進捗を管理しながら、それぞれの達成指標により評価

するとともに、適時必要な見直し等を行っていきます。 

 

 

 参考  青谷地域における人口の将来推計  
 

鳥取市人口ビジョンにおける将来人口推計方法を使用して、青谷地域の将来

人口を推計しました。2015 年の国勢調査時人口 6,131 人は、2040 年には 4,317

人（約 29.6％減少）、2050 年には 3,697 人（約 40.0％減少）と、前回推計

（2010 年国勢調査値をベース）と比較して、6％以上の比率で人口減少が進む

と推測されます。 

 

＝青谷地域人口推移のシミュレーション＝ 

 

※青谷地域の将来人口推計に使用した鳥取市人口ビジョンの人口の将来展望推計条件 

①基準人口：2015 年 10 月 1 日現在（国勢調査値） 

②合計特殊出生率：2018 年の 1.50（前回 1.55）が 2030 年に 1.8（前回同じ）に、2040 年には 

2.07（人口置換率・・前回同じ）に上昇する仮定で目標を設定。 

③社会移動の状況：2010 年→2015 年の移動率が維持されると仮定。 

 


